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一

は
じ
め
に

顔
認
識
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
顔
認
識
技
術
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
か
ら
人
の
顔
の
目
鼻
の
位
置
、
顔
の
輪
郭
な
ど
の
特
徴
を
数
値
化
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
し
て
個
々
人
を
識
別
、
特
定
す
る
技
術
で
あ
り
、
近
年
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
顔
認
識

に
近
い
用
語
に
顔
認
証
と
い
う
語
が
あ
る
が
、
顔
認
証
技
術
の
解
説
等
に
よ
る
と
、
画
像
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
し
て
人
物
を
特
定
す

る
た
め
の
技
術
で
あ
る
こ
と
が
顔
認
識
と
共
通
し
、
顔
認
識
と
顔
認
証
に
は
明
確
な
線
引
き
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
技
術

を
用
い
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
製
品
に
記
さ
れ
た
解
説
で
は
、
比
較
的
手
軽
に
手
に
入
る
基
礎
的
な
製
品
で
は
顔
認
識
、
よ
り
高
度
で
複
雑
な

製
品
で
は
顔
認
証
、
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
明
確
な
使
い
分
け
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
本
稿
で
は
顔
認
識
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
（
１
）
。

仏
教
彫
刻
史
研
究
で
は
、
彫
刻
作
品
の
制
作
年
代
と
作
者
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

そ
の
作
業
で
は
対
象
の
作
品
を
、
制
作
年
代
、
作
者
が
判
明
し
て
い
る
基
準
作
品
と
比
較
、
検
討
し
て
結
論
を
導
く
こ
と
が
基
本
と
な
る
。

実
物
の
作
品
を
並
べ
て
比
較
す
る
機
会
は
少
な
い
た
め
に
、
実
際
に
は
作
品
を
撮
影
し
た
画
像
資
料
を
比
較
、
検
討
し
て
結
論
を
導
く
こ

日
本
仏
教
彫
刻
史
研
究
に
お
け
る

顔
認
識
シ
ス
テ
ム
利
用
の
有
効
性
に
つ
い
て

久
保
田

綾
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と
が
多
い
が
、
こ
の
場
合
の
作
品
相
互
の
比
較
は
可
能
な
限
り
客
観
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
客
観
的
な
比
較
、
検
討
方
法
に
、
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
彫
刻
作
品
の
顔
を
人
間
の
場

合
と
同
様
に
顔
と
し
て
認
識
す
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
は
じ
め
に
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
。
次
に
顔
認
識
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
彫
刻
作
品
の
作
者
の
同
定
に
つ
い
て
考
え
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
の
今
後
の
可
能
性
を
考
え
る
。

一　

先
行
研
究

顔
認
識
シ
ス
テ
ム
は
、
今
日
で
は
ご
く
身
近
な
も
の
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
撮
影
時
に
画
面
の
な
か
か

ら
人
の
顔
を
認
識
し
て
そ
こ
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
こ
と
、
そ
の
顔
が
笑
顔
に
な
っ
た
時
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
こ
と
な
ど
は
そ
の
例
で

あ
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
チ
ケ
ッ
ト
の
転
売
を
防
ぐ
た
め
に
、
事
前
に
写
し
た
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
の
顔
と
入
場
者
の
顔
が
同
一
で
あ
る
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
も
こ
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
パ
ソ
コ
ン
の
ロ
グ
オ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ロ
ッ
ク
解
除

な
ど
身
近
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
か
ら
、
空
港
に
お
け
る
出
入
国
時
の
本
人
確
認
な
ど
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
求
め
ら
れ
る
場
面
で
も

活
用
さ
れ
て
い
る
。

仏
教
彫
刻
作
品
へ
の
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
の
利
用
は
、
向
直
人
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
（
２
）
。
向
氏
は
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
顔
認
識
ラ
イ
ブ

ラ
リ
「clm

trackr

」
が
目
、
眉
、
鼻
、
口
、
輪
郭
を
あ
ら
わ
す
七
一
箇
所
に
特
徴
点
を
抽
出
す
る
こ
と
を
利
用
し
、
こ
の
特
徴
点
に
ク

ラ
ス
タ
分
析
法
の
一
つ
「
Ｋ
平
均
法
」
を
適
用
し
て
、
一
一
体
の
彫
刻
作
品
の
目
、
眉
、
口
の
形
状
を
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分

類
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
管
見
の
限
り
で
は
、
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
を
仏
教
彫
刻
史
研
究
に
利
用
し
た
試
み
は
な
い
よ
う

で
あ
り
、
こ
の
技
術
を
彫
刻
史
研
究
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
可
能
性
を
検
証
す
る
こ
と
は
大
切
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

二
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二　

検
証

（
一
）
仏
教
彫
刻
作
品
の
認
識
に
つ
い
て

顔
認
識
シ
ス
テ
ム
が
仏
教
彫
刻
作
品
の
顔
を
認
識
す
る
の
か
、
こ
の
確
認
の
た
め
の
検
証
に
あ
た
っ
て
、
こ
こ
で
は
一
般
に
流
通
し
て

い
て
入
手
し
や
す
い
二
種
類
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
た
。

ひ
と
つ
は
デ
ジ
タ
ル
写
真
の
編
集
、
共
有
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、Picasa3

で
あ
る
（
３
）
。Picasa3

は
、
そ
れ
に
画
像
を
読
み
込
ま
せ
る
と
そ

の
中
か
ら
人
の
顔
を
検
出
す
る
。
検
出
し
た
顔
に
名
前
を
つ
け
て
保
存
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
と
、
新
た
に
読
み
込
ん
だ
画
像
の
顔
を
、

す
で
に
名
前
を
つ
け
て
保
存
し
た
顔
と
比
較
し
て
、
類
似
し
て
い
る
と
推
定
、
判
断
し
た
顔
の
名
前
の
グ
ル
ー
プ
内
に
候
補
と
し
て
表
示

す
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
写
真
編
集
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、Adobe Photoshop Lightroom

 CC

で
あ
る
（
以
下
、Lightroom

と
す
る
（
４
）
）。

Lightroom

の
顔
認
識
機
能
はPicasa3
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
別
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
検
出

す
る
顔
と
、
そ
の
顔
を
比
較
し
て
新
た
に
読
み
込
ん
だ
画
像
と
を
比
較
し
て
推
定
、
判
断
し
た
結
果
は
異
な
る
。

こ
の
二
種
類
の
顔
認
識
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
て
、
鎌
倉
時
代
の
彫
刻
作
品
の
顔
正
面
を
撮
影
し
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
、
あ
る
い
は
カ

ラ
ー
及
び
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
プ
リ
ン
ト
を
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
た
画
像
を
用
い
て
検
証
し
た
。
鎌
倉
時
代
の
作
品
は

制
作
年
代
、
作
者
が
判
明
し
て
い
る
基
準
作
品
が
多
い
た
め
、
検
証
結
果
の
分
析
に
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
ず
は
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
か
ら
正
慶
二
年
（
一
三
三
三
（
５
）

）
に
制
作
さ
れ
た
基
準
作
品
の
う
ち
如
来
像
、
菩
薩
像
（
仮
面
類
、

京
都
府
妙
法
院
千
体
千
手
観
音
像
を
除
く
（
６
）
）
四
三
二
体
分
の
画
像
デ
ー
タ
をPicasa3

、Lightroom

に
読
み
込
ん
だ
。
そ
の
結
果
は
、

Picasa3

で
は
一
五
五
体
、Lightroom

で
は
二
五
七
体
分
を
顔
と
し
て
認
識
し
た
。

次
に
、
怒
り
の
表
情
を
あ
ら
わ
し
た
い
わ
ゆ
る
忿
怒
形
の
作
品
を
検
証
し
た
。
如
来
像
、
菩
薩
像
と
同
様
、
文
治
元
年
か
ら
正
慶
二
年

に
制
作
さ
れ
た
基
準
作
品
の
う
ち
、
忿
怒
形
を
あ
ら
わ
し
た
天
部
像
、
明
王
像
（
７
）

一
九
六
体
分
の
画
像
デ
ー
タ
をPicasa3

、Lightroom

三
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に
読
み
込
ん
だ
。
そ
の
結
果
は
、Picasa3

で
は
六
体
、Lightroom

で
は
一
五
体
分
を
顔
と
し
て
認
識
し
た
。

Picasa3
建
仁
３
年
（
１
２
０
３
）
京
都
府
醍
醐
寺
快
慶
作
不
動
明
王
像

建
長
８
年
（
１
２
５
６
）
奈
良
国
立
博
物
館
快
成
作
愛
染
明
王
像

正
嘉
元
年
（
１
２
５
７
）
愛
知
県
浄
土
寺
上（
マ
マ
）佐

賢
定
等
十
二
神
将
像
の
う
ち
辰
神
像
、
亥
神
像

文
永
３
年
（
１
２
６
６
）
滋
賀
県
長
命
寺
四
天
王
像
の
う
ち
多
聞
天
像

弘
安
８
年
（
１
２
８
５
）
京
都
府
勝
持
寺
慶
秀
等
作
金
剛
力
士
像
の
う
ち
阿
形
像

Lightroom

建
仁
３
年
京
都
府
醍
醐
寺
快
慶
作
不
動
明
王
像

建
暦
元
年
（
１
２
１
１
）
滋
賀
県
金
剛
輪
寺
源
守
永
作
毘
沙
門
天
像

正
嘉
元
年
愛
知
県
浄
土
寺
上（
マ
マ
）佐

賢
定
等
十
二
神
将
像
の
う
ち
辰
神
像
、
未
神
像
、
申
神
像
、
亥
神
像

弘
長
２
年
（
１
２
６
２
）
山
梨
県
東
光
寺
十
二
神
将
像
の
う
ち
巳
神
像

文
永
３
年
滋
賀
県
長
命
寺
四
天
王
像
の
う
ち
多
聞
天
像

文
永
５
年
（
１
２
６
８
）
東
京
都
観
音
寺
十
二
神
将
像
の
う
ち
伝
金
毘
比
羅
像
、
伝
難
陀
竜
王
像
（
鳩
槃
荼
像
）

文
永
11
年
（
１
２
７
４
）
奈
良
県
薬
師
寺
四
天
王
像
の
う
ち
持
国
天
像

建
治
元
年
（
１
２
７
５
）
大
阪
府
竜
泉
寺
寛
慶
作
金
剛
力
士
像
の
う
ち
阿
形
像

弘
安
２
年
（
１
２
７
９
）
福
島
県
勝
福
寺
永
慶
・
長
□
・
長
□
作
毘
沙
門
天
像

弘
安
８
年
（
１
２
８
５
）
京
都
府
勝
持
寺
慶
秀
等
作
金
剛
力
士
像
の
う
ち
阿
形
像
、
吽
形
像

四
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こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
如
来
像
、
菩
薩
像
と
忿
怒
形
像
は
認
識
率
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
顔
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

如
来
像
、
菩
薩
像
の
う
ち
、
顔
と
認
識
し
た
結
果
を
詳
し
く
検
討
す
る
た
め
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
認
識
し
た
顔
に
名
前
を
つ
け
て
分

類
で
き
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
作
者
が
明
ら
か
で
は
な
い
、
作
者
未
詳
の
作
品
に
は
「
ナ
シ
」
と
名
前
を
つ
け
、
作
者
が
明
ら
か
な
作
品

の
画
像
に
は
作
者
の
名
前
を
つ
け
て
整
理
を
し
た
。

全
体
の
画
像
四
三
二
体
分
の
う
ち
作
者
未
詳
の
画
像
は
二
八
五
体
分
に
な
る
が
、
そ
の
う
ち
顔
と
認
識
し
た
も
の
はPicasa3

で
は

六
六
体
、Lightroom
は
一
一
六
体
分
で
あ
っ
た
。
作
者
が
明
ら
か
な
画
像
は
全
体
で
一
四
七
体
分
に
な
る
が
、
そ
の
う
ち
認
識
し
た

も
の
はPicasa3

で
は
八
八
体
、Lightroom

は
一
四
一
体
分
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
作
者
別
に
み
て
い
く
と
、
作
品
数
が
最
も
多
い
の
は

仏
師
快
慶
で
三
六
体
分
に
な
る
が
、
そ
の
う
ちPicasa3

は
一
五
体
、Lightroom

は
二
九
体
分
を
認
識
し
た
。
仏
師
善
円
ま
た
は
善
慶

（
同
じ
一
人
の
仏
師
と
み
な
さ
れ
て
い
る
）
の
作
品
は
七
体
分
に
な
る
が
、
そ
の
う
ちPicasa

は
六
体
、Lightroom

は
四
体
分
を
認
識

し
、
仏
師
行
快
の
作
品
は
七
体
分
の
う
ちPicasa3

は
五
体
、Lightroom

は
七
体
分
を
認
識
し
た
。
仏
師
運
慶
の
作
品
は
五
体
分
の
う

ちPicasa3

は
三
体
、Lightroom

は
五
体
分
を
認
識
し
た
。

五

作
者

全
体
数

 Picasa3

が
認
識
し
た
数

Lightroom

が
認
識
し
た
数

４
３
２
体

１
５
５
体 

２
５
７
体

ナ
シ
（
作
者
未
詳
）

２
８
５

66

１
１
６

快
慶

36

15

29

善
円
ま
た
は
善
慶

７

６

４

行
快

７

５

７

運
慶

５

３

５

定
慶

７

４

３

妙
海

７

２

　

２

院
保

４

３

３

快
成

４

２

３
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六

実
慶

４

０

１

興
阿
弥
陀
仏

３

３

２

宗
慶
（
建
久
７
〈
１
１
９
６
〉
埼
玉　

保
寧
寺
）

３

２

３

賀
茂
延
時
／
康
勝
／
大
工
権
守
□
長

３

２

２

蓮
上
・
新
蓮

３

２

寛
慶
／
周
防
法
橋

３

１

３

覚
尊

３

１

２

覚
俊

３

０

２

院
玄

３

０

１

院
吉
／
院
豪
／
院
明
／
院
誉
／
賢
光　

２

１

２

院
春
／
院
□
／
定
円

２

０

２

康
俊

２

１

１

□
海

２

０

２

光
高

２

１

０

経
円

２

０

１

院
芸
／
永
実
／
円
覚
／
快
円
／
堯
円

１

１

１

慶
俊
／
慶
厳
／
幸
運
・
幸
賢
／
興
慶
等
／
康
信

／
宗
円
／
集
賢
／
大
進
等
／
能
尊
／
藤
原
光
高

／
俊
乗
・
増
慶
等
／
良
円

１

１

１

永
仙
／
行
□
／
覚
慶
等
／
光
慶
／
幸
千
／
寿
賢

／
湛
慶
／
宗
慶
（
保
治
２
〈
１
２
４
８
〉
福
岡 

誓
願
寺
）
／
良
覚

１

１

０

院
慶
／
院
興
／
院
浄
／
院
智
／
院
範
／
行
慶
・

行
阿
弥
／
行
心
／
慶
円
／
源
覚
／
康
円
等
／
康

慶
／
性
慶
／
西
智
／
定
運
等
／
成
弁
／
千
阿
弥

陀
仏
／
湛
真
／
万
阿
弥
陀
仏
／
蓮
上
／
朝
賢
／

琳
厳
・
長
尊
／

１

０

１
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（
二
）
作
者
の
同
定
に
つ
い
て

如
来
像
、
菩
薩
像
の
う
ち
、
認
識
し
た
顔
に
作
者
の
名
前
を
つ
け
て
整
理
し
た
も
の
を
元
に
し
て
、
作
者
の
同
定
が
可
能
か
試
み
る
。

先
行
研
究
か
ら
制
作
年
代
、
あ
る
い
は
作
者
を
推
定
さ
れ
て
い
る
次
の
作
品
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
読
み
込
み
顔
と
認
識
し
た
場
合
、
い
ず

れ
の
作
者
を
候
補
と
し
て
提
示
す
る
だ
ろ
う
か
。

京
都
府
醍
醐
寺
金
堂
本
尊
の
薬
師
如
来
及
び
両
脇
侍
像
（
図
１
―
３
）
は
、
一
二
三
〇
年
代
頃
の
仏
師
善
円
の
作
か
と
推
定
さ
れ
て
い

る
（
８
）
。
京
都
府
法
界
寺
日
光
・
月
光
菩
薩
像
（
図
４
、５
）
は
、
作
風
な
ど
か
ら
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
頃
の
作
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
９
）
。

こ
の
五
体
分
をPicasa3
に
読
み
込
ん
だ
結
果
、
醍
醐
寺
日
光
菩
薩
像
（
左
脇
侍
）
は
顔
と
し
て
認
識
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
四
体

分
は
顔
と
し
て
認
識
し
た
。Lightroom

で
は
五
体
分
す
べ
て
を
顔
と
し
て
認
識
し
、
二
つ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
作
者
の
候
補
を
次
の
よ

う
に
提
示
し
た
。

七

作
品
名

Picasa3

が
提
示
し
た
作
者

Lightroom

が
提
示
し
た
作
者

醍
醐
寺
薬
師
如
来
像

快
慶

仏
師
快
慶
、
仏
師
堯
円
、
ナ
シ

日
光
菩
薩
像
（
左
脇
侍
）

×
（
顔
と
し
て
認
識
し
な
い
）

作
者
を
提
示
し
な
い
（
？
を
表
示
）、
仏
師
快
慶

月
光
菩
薩
像
（
右
脇
侍
）

快
慶

作
者
を
提
示
し
な
い
（
？
を
表
示
）、
ナ
シ

法
界
寺
日
光
菩
薩
像

快
慶

作
者
を
提
示
し
な
い
（
？
を
表
示
）

月
光
菩
薩
像

作
者
を
提
示
し
な
い

ナ
シ
、
作
者
を
提
示
し
な
い
（
？
を
表
示
）

次
に
、
忿
怒
形
像
の
作
者
の
同
定
を
検
証
す
る
。

京
都
府
醍
醐
寺
倶
生
神
像
（
図
６
）
は
、
作
風
、
文
献
か
ら
承
久
元
年
（
一
二
二
〇
）
～
寛
喜
元
年
（
一
二
三
〇
）
頃
の
仏
師
快
慶
ま

た
は
快
慶
工
房
の
作
と
推
定
さ
れ
る
作
品
で
あ
る）

（1
（

。
倶
生
神
像
一
体
分
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
読
み
込
む
が
ど
ち
ら
も
顔
と
し
て
認
識
し
な

か
っ
た
。
こ
の
作
品
は
彩
色
の
剥
落
が
著
し
く
、
と
く
に
目
は
黒
目
、
白
目
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
画
像
ソ
フ
ト
を
使
用
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し
て
両
目
を
描
き
加
え
た
画
像
で
再
度
検
証
し
た
が
、
顔
と
し
て
認
識
し
な
か
っ
た
。

三　

考
察

　
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
が
仏
教
彫
刻
作
品
の
顔
を
人
間
の
場
合
と
同
様
に
顔
と
し
て
認
識
す
る
の
か
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
如
来
像
、
菩

薩
像
の
顔
をPicasa3
は
三
五
・
八
％
、Lightroom

は
五
九
・
四
％
の
割
合
で
認
識
し
た
。
忿
怒
形
の
天
部
像
、
明
王
像
の
顔
は
、

Picasa3

で
は
三
・
〇
％
、Lightroom

は
八
・
六
％
の
割
合
で
顔
と
し
て
認
識
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
程
度
の
数
の
彫
刻
作
品
の
顔
を
人
間
の
顔
と
同
じ
よ
う
に
認
識
す
る
こ
と
、
如
来
像
、
菩

薩
像
の
顔
の
表
現
は
他
の
種
類
の
仏
像
よ
り
も
人
間
の
顔
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
つ
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

の
う
ちLightroom

の
方
が
彫
刻
作
品
を
顔
と
し
て
認
識
す
る
確
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、
以
後Lightroom

に
よ
る
結
果

を
主
に
用
い
て
考
察
す
る
。

忿
怒
形
像
が
顔
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く
か
っ
た
理
由
は
、
そ
れ
が
人
の
顔
と
は
大
き
く
異
な
る
表
情
の
表
現
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
彫
刻
作
品
に
お
け
る
怒
り
の
表
現
は
、
眉
根
を
き
つ
く
寄
せ
て
眉
尻
を
上
げ
、
目
は
白
目
を
剥
い
て
大
き
く
見
開
き
、
頬
を
隆
起
さ

せ
て
口
角
を
下
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
際
の
人
間
の
怒
り
の
表
情
を
さ
ら
に
誇
張
し
た
表
現
で
、
こ
の
よ
う
な
表
情
を
人
間
が
す
る
の
は

難
し
い
。
こ
の
こ
と
が
認
識
さ
れ
に
く
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
な
か
で
、
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
作

品
を
顔
と
し
て
認
識
す
る
割
合
が
高
い
点
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
品
が
そ
れ
以
外
の
時
代
の
作
品
と
比
べ
て
人

間
の
表
情
に
よ
り
近
く
、
誇
張
さ
れ
た
表
現
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
、
鎌
倉
時
代
の
作
品
は
時

代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
概
念
的
、
形
式
的
に
な
り
誇
張
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
結
果
は
そ
れ
と
は
逆
の

こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

八
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顔
と
認
識
し
た
如
来
像
、
菩
薩
像
を
作
者
毎
に
み
る
と
、
ま
ず
作
者
未
詳
の
作
品
「
ナ
シ
」
は
四
〇
・
七
％
、
作
者
が
明
ら
か
な
作
品

は
全
体
で
九
五
・
九
％
の
割
合
で
認
識
し
た
。
そ
の
う
ち
快
慶
は
八
〇
・
五
％
、
運
慶
、
行
快
は
と
も
に
一
〇
〇
％
と
そ
れ
ぞ
れ
認
識
率
の

高
い
結
果
を
示
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
作
者
が
明
ら
か
な
作
品
の
方
が
作
者
未
詳
「
ナ
シ
」
の
作
品
よ
り
も
認
識
率
が
は
る
か
に

高
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
は
保
存
状
態
の
良
し
悪
し
等
の
条
件
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
快
慶
、
運
慶
、
行
快
の
結
果
を
見
て
も
わ
か
る

よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
名
の
知
ら
れ
た
有
力
な
仏
師
が
造
る
作
品
は
人
間
の
顔
に
よ
り
近
い
、
写
実
性
に
す
ぐ
れ
た
作
品
と
し
て
顔
認
識
シ

ス
テ
ム
が
認
識
し
た
結
果
だ
ろ
う
。

作
者
同
定
に
つ
い
て
は
、
醍
醐
寺
薬
師
如
来
及
び
両
脇
侍
像
、
法
界
寺
日
光
・
月
光
菩
薩
像
、
醍
醐
寺
倶
生
神
像
の
作
者
を
検
証
し
た
。

こ
の
検
証
で
は
、
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
の
有
効
性
に
つ
い
て
や
や
否
定
的
な
結
果
が
出
た
。
醍
醐
寺
薬
師
如
来
像
を
仏
師

快
慶
、
仏
師
堯
円
ま
た
は
ナ
シ
を
候
補
と
し
て
提
示
し
た
が
、
堯
円
は
一
四
世
紀
初
め
に
活
動
し
た
仏
師
で
あ
り
、
快
慶
と
は
約
一
○
○

年
離
れ
た
時
代
の
仏
師
に
な
り
従
来
の
研
究
で
は
考
え
ら
れ
な
い
結
論
で
あ
る
。
快
慶
作
品
と
堯
円
作
品
を
比
較
す
る
と
、
顔
の
輪
郭
、

頬
の
丸
み
な
ど
、
全
体
で
み
る
と
異
な
る
作
者
の
作
品
だ
と
わ
か
る
が
、
目
が
大
き
く
、
特
に
下
瞼
に
強
く
弧
を
彫
り
あ
ら
わ
す
点
に
は

両
者
の
作
風
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
が
類
似
し
て
い
る
と
推
定
、
判
断
し
た
作
者
は
、
従
来

の
研
究
結
果
と
は
違
う
意
見
が
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
の
判
断
が
直
ち
に
正
し
い
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
を
一
つ
の
意
見
と
し
て
参
考
に

す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
新
た
な
視
点
か
ら
の
研
究
の
契
機
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
今
回
使
用
し
た
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
で
は
仏
像
の
作
者
個
々
人
の
作
風
の
違
い
を
認
識
し
、
作
者
を
同
定
す
る
こ
と
は
ま
だ
む
ず
か
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
作
者
の
同
定
を
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
画
像
に
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と

え
ば
、
画
像
か
ら
眉
、
目
、
口
の
輪
郭
部
分
を
ト
レ
ー
ス
し
て
上
書
き
し
、
そ
の
部
分
を
ハ
ッ
キ
リ
と
認
識
で
き
る
よ
う
に
加
工
す
る
方

法
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
鼻
、
顔
の
輪
郭
は
立
体
と
し
て
の
情
報
が
あ
る
た
め
そ
の
ま
ま
に
す
る
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
が
顔
を
認
識

し
、
判
断
す
る
際
に
不
必
要
な
情
報
を
加
え
な
い
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
作
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
複
数
の
作
者
を
提
示
し
て
い
る
の
は
、
読
み
込
み
当
初
提
示
し
た
作
者
と
時
間
が
経
過
し
た
後
に
提
示
し
た
作
者
が
異
な
る
た

九
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め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
読
み
込
み
画
像
が
多
く
な
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
起
動
す
る
た
び
に
再
認
識
し
、
そ
の
推
定
、
判

断
に
変
化
が
起
き
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
今
後
顔
と
し
て
認
識
す
る
画
像
を
増
や
す
と
、
さ
ら
に
異
な
る
結
果
が
出
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
、
そ
の
こ
と
も
作
者
同
定
の
課
題
と
い
え
る
。　
　
　
　

今
回
の
検
証
に
お
い
て
、
彫
刻
作
品
の
顔
を
、
顔
と
し
て
認
識
し
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
作
品
の
顔
の
造
形
そ
の
も
の
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
使
用
し
た
画
像
に
問
題
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
今
回
は
、
多
く
の
作
品
を
検
証
す
る
こ
と
に
重
点
を
お

き
、
画
像
の
質
を
か
な
ら
ず
し
も
優
先
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
画
像
の
大
き
さ
と
質
、
あ
る
い
は
ス
キ
ャ
ニ
ン

グ
時
の
設
定
等
に
よ
っ
て
は
、
良
質
で
は
な
い
画
像
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
顔
と
し
て
認
識
し
た
画
像
と
認
識
し
な
か
っ

た
画
像
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
カ
ラ
ー
画
像
と
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
画
像
で
は
認
識
結
果
に
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
よ
り
も
、
撮
影
時
の
光
の
状
態
に
よ
っ
て
顔
の
一
部
が
白
く
飛
ん
で
い
る
画
像
、
金
箔
が
一
部
は
が
れ
て
ま
だ
ら
に
な
っ
て
い
る
も

の
、
金
箔
が
す
べ
て
は
が
れ
て
漆
の
黒
色
だ
け
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
漆
箔
像
は
、
顔
と
し
て
認
識
し
に
く
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
光
背
な
ど
背
景
が
写
っ
て
い
る
も
の
、
画
質
が
粗
い
も
の
な
ど
、
こ
れ
ら
も
顔
と
し
て
認
識
さ
れ
に
く
い
傾
向
が
あ
っ
た
。

画
質
の
良
い
画
像
の
方
が
顔
と
し
て
認
識
さ
れ
る
確
率
は
高
か
っ
た
が
、
画
質
が
良
け
れ
ば
か
な
ら
ず
顔
と
し
て
認
識
す
る
わ
け
で
も

な
い
。
た
と
え
ば
、
醍
醐
寺
日
光
菩
薩
像
（
左
脇
侍
）
の
画
像
は
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
高
精
度
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
あ
る
が
、

Picasa3

で
は
顔
と
し
て
認
識
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
作
品
の
保
存
状
態
に
よ
る
顔
の
細
部
の
表
現
な
ど
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
は
、
良
質
の
画
像
を
利
用
し
、
色
彩
に
よ
る
違
い
で
認
識
に
差
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
色
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
な
ど
を
補

正
し
て
読
み
込
む
な
ど
、
彫
刻
史
研
究
に
お
け
る
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
高
め
る
た
め
の
改
善
点
は
ま
だ
あ
る
と
思
わ
れ
、
今
後
、

さ
ら
に
再
検
証
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

Picasa3

、Lightroom

に
お
け
る
認
識
の
違
い
、
認
識
率
の
差
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
結
果
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
各
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
詳
細
な
内
容
は
非
公
開
で
あ
る
た
め
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
自
体
の
詳
し
い
特
徴
や
相
違
点
を
検
討
す
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
き
わ

一
〇
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め
て
困
難
で
あ
る
。
将
来
、
彫
刻
作
品
を
対
象
と
し
た
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
深
く

知
る
必
要
が
あ
る
。　

　

お
わ
り
に　

　
本
稿
で
は
、
従
来
の
仏
教
彫
刻
史
研
究
と
は
異
な
る
、
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
研
究
の
有
効
性
に
つ
い
て
検
証
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
は
仏
教
彫
刻
作
品
の
顔
を
人
の
顔
と
同
じ
よ
う
に
顔
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
顔

と
し
て
認
識
し
た
割
合
は
か
な
ら
ず
し
も
高
く
な
い
が
、
顔
認
識
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
は
ク
リ
ア
で
き
る
レ
ベ
ル

と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
著
名
な
仏
師
の
作
品
の
方
が
高
い
認
識
率
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
が
写
実
性
に
す
ぐ
れ
た
作
品
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
こ
の
技
術
を
利
用
す
る
際
そ
れ
を
評
価
す
る
こ
と
に
も
使
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
よ
り
正
確
な
比
較
の
た
め
に
は
、
認
識
率
を
さ
ら
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
画
像
で
あ
る
な
ら
ば
高
い
確
率
で
認

識
す
る
の
か
、
こ
の
こ
と
の
検
討
が
重
要
で
あ
る
。

作
者
の
同
定
に
つ
い
て
は
、
個
人
作
家
の
違
い
を
判
別
で
き
る
と
は
言
い
が
た
く
、
そ
の
結
果
を
採
用
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
作

者
の
同
定
は
、
人
間
の
目
に
よ
る
観
察
が
ま
だ
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
技
術
で
も
部
分
的
な
判
断
に
は
有
効
性
も
み

ら
れ
、
次
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
提
示
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
は
、
従
来
の
研
究
方
法
と
平
行
し
て
、
顔
認
識
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
い
く
手
段
を
探
り
た
い
。

ま
た
、
本
研
究
を
顔
認
識
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る
企
業
の
関
心
を
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
よ
り
精
度
の
高
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
使
用
し
て
研
究
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
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大
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大
学
大
学
院
研
究
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集
　
第
四
十
二
号

註
（1）
堀
田
一
弘
「
１
．
顔
認
識
の
研
究
動
向
」（『
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
会
誌
』
Ｖ
ｏ
ｌ
．
64
、
Ｎ
ｏ
．
４
、二
〇
一
〇
年
）

　

今
岡
仁
「
３
．
顔
に
よ
る
個
人
認
証
技
術
と
応
用
」（『
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
会
誌
』
Ｖ
ｏ
ｌ
．
64
、
Ｎ
ｏ
．
４
、二
〇
一
〇
年
）

　

佐
部
浩
太
郎
「
５
．
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
Ｃ
Ｅ
）
機
器
に
お
け
る
顔
画
像
認
識
応
用
」（『
映
像
情
報
メ
デ
ィ
ア
学

会
誌
』
Ｖ
ｏ
ｌ
．
64
、
Ｎ
ｏ
．
４
、二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
考
と
し
た
。

（2）
向
直
人
「
顔
認
識
技
術
を
用
い
た
仏
像
認
識
ア
プ
リ
の
開
発
」（
椙
山
女
学
園
大
学
学
園
研
究
費
助
成
金
Ｂ
、
二
〇
一
四
年
）

（3）Google

に
よ
る
無
料
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。
本
稿
で
使
用
し
たPicasa3

は
二
〇
一
六
年
に
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
し
て
い
る
。

　

顔
認
識
機
能
を
使
用
す
る
た
め
に
次
の
設
定
を
お
こ
な
っ
た
。「
顔
検
出
を
有
効
に
す
る
」、「
候
補
を
有
効
に
す
る
」
に
チ
ェ
ッ
ク

を
入
れ
、「
候
補
の
し
き
い
値
」、「
グ
ル
ー
プ
の
化
の
し
き
い
値
」
を
最
も
低
い
50
に
し
た
。
ま
た
「
写
真
に
名
前
タ
グ
を
入
れ
る
」

に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
た
。

（4）
ア
ド
ビ
シ
ス
テ
ム
ズ
に
よ
る
有
料
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。
顔
認
識
機
能
を
使
用
す
る
た
め
に
「
顔
検
出
」
を
オ
ン
に
設
定
し
た
。

（5）
水
野
敬
三
郎
監
修
『
カ
ラ
ー
版　

日
本
仏
像
史
』（
二
〇
〇
二
年
、
美
術
出
版
社
）
に
よ
っ
た
。

（6）
水
野
敬
三
郎
他
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成　

鎌
倉
時
代　

造
像
銘
記
篇
』
一
～
一
三
巻
（
二
〇
〇
三
～
二
〇
一
七
年
、
中
央

公
論
美
術
出
版
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
種
展
覧
会
図
録
、
美
術
全
集
、
研
究
報
告
書
な
ど
か
ら
画
像
を
複
製
し
て
用
い
た
。
ま
た
、

作
品
を
直
接
撮
影
し
た
画
像
は
、
大
正
大
学
副
島
弘
道
研
究
室
お
よ
び
副
島
弘
道
氏
所
蔵
の
も
の
を
許
可
を
得
て
用
い
た
。　

（7）
註

（6）
に
同
じ
。

（8）
山
本
勉
「
薬
師
三
尊
像
」（『
醍
醐
寺
大
観
』
第
一
巻
、
二
〇
〇
二
年
、
岩
波
書
店
）

　

現
在
両
脇
侍
が
執
る
持
物
は
取
り
違
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
日
光
菩
薩
像
（
左
脇
侍
）、
月
光
菩
薩
（
右

脇
侍
）
と
記
す
。

一
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（9）
中
野
玄
三
『
法
界
寺
』（
一
九
七
四
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）

　

中
野
玄
三
「
日
光
・
月
光
両
菩
薩
像
」（
山
崎
正
和
、
岩
城
秀
雄
『
古
寺
巡
礼　

京
都
29　

法
界
寺
』
一
九
七
八
年
、
淡
交
社
）　

（（1）
久
保
田
綾
「
醍
醐
寺
木
造
倶
生
神
立
像
―
快
慶
作
品
の
一
例
と
し
て
―
」（
第
六
八
回
美
術
史
学
会
全
国
大
会
口
頭
発
表
、

二
〇
一
五
年
）

一
三
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一
四

（図１）薬師如来及び両脇侍像のうち薬師如来像　京都　醍醐寺（金堂）
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一
五

（図２）同前　日光菩薩像（左脇侍）（図３）同前　月光菩薩像（右脇侍）
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一
六

（図４）日光菩薩像　京都　法界寺（図５）月光菩薩像　京都　法界寺
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一
七

（図６）倶生神像　京都　醍醐寺（霊宝館）
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大
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大
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第
四
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二
号

一
八

［
図
版
出
典
］

（
図
１
）
～
（
図
６
）
大
正
大
学
副
島
弘
道
研
究
室
撮
影

［
付
記
］

本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
度
大
正
大
学
大
学
院
学
術
研
究
助
成
金
に
よ
る
研
究
課
題
「
鎌
倉
時
代
仏
教
彫
刻
史
研
究
―
顔
認
識
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
た
作
風
研
究
―
」
に
基
づ
き
、
学
内
学
術
研
究
発
表
会
（
二
〇
一
七
年
六
月
二
十
一
日
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
加

筆
訂
正
し
た
も
の
で
す
。
文
化
財
の
調
査
・
撮
影
及
び
図
版
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
ご
所
蔵
寺
院
の
御
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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